
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会だより 東金市 
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第 12号 

平成 29 年 

3 月 15 日発行 

東金市教育委員会では、芸術・文化・スポーツ等の分野において、全国、千葉県大会等
において、優秀な成績を収めた児童・生徒に対し、その栄誉を称え、児童・生徒表彰を３
月７日（火）に行いました。 
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第
18
回
東
金
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会 
 

２
月
25
日
（
土
）
東
金
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
主
催

で
、
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
周
辺
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
コ
マ
図
（
地

図
）
に
従
っ
て
歩
き
な
が
ら
進
み
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。 

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
小
学
生
の
部
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
で
29
組
一
〇
五
名
の
参
加
が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
約
六
．
四

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
高
低
差
が
あ
っ
た
の
で
歩
く
の

に
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者
は
自
然
と
歴
史
に
楽
し
く
触

れ
な
が
ら
全
員
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 ま

た
、
今
回
は
ゴ
ー
ル
後
の

特
別
企
画
と
し
て
東
金
市
消
防

団
第
３
分
団
か
ら
の
ご
好
意
に

よ
る
消
防
車
両
展
示
お
よ
び
乗

車
体
験
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か

ら
は
大
好
評
で
し
た
。 

く
す
の
き
展 

2０
周
年 

 

源
小
学
校
で
は
毎
年
東
金
文

化
会
館
を
会
場
に
開
催
し
て
お

り
、
今
年
で
2０

周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
子
ど
も

た
ち
は
、
焼
き
物
や
絵
手
紙
な
ど

の
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
の
展
示
に
保
護
者
の

方
々
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
能
楽
体
験
教
室
が
盛

大
に
行
わ
れ
、
多
く
の
ご
来
賓

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

物
を
肌
で
体
験
で
き
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ

た
」
「
難
し
か
っ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
歌
っ
た

り
、
踊
っ
た
り
、
最
後
は
地
域

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
体
験
す

る
こ
と
が
出
来
て
、
源
小
学
校

な
ら
で
は
の
記
念
事
業
で
し

た
。 

「舞」体験 

さあ！出発 

                
１
月
８
日
（
日
）
、
今
に
も
雪
が
降
り
そ
う

な
寒
さ
の
中
、
東
金
文
化
会
館
に
お
い
て
成

人
式
が
行
わ
れ
、
五
百
人
を
超
え
る
参
加
者

を
迎
え
華
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
運
営
を
行
い
、
司
会
進
行

や
記
念
事
業
『
五
年
前
の
私
た
ち
』
（
ス
ラ
イ

ド
・
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）
の
制
作
等
に
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。 

 

新
成
人
の
煌
め
く
姿
に
、
会
場
は
冬
空
に

負
け
な
い
温
も
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵
本
の
育
て
方 

～
絵
本
を
読
む
こ
と
・
作
る
こ
と
～ 

東
金
図
書
館
で
は
絵
本
作
家
の
い
と
う
ひ
ろ
し
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
絵
本
に
そ
そ
ぐ
想
い
を
お
は
な
し
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

講
師 

: 

い
と
う 

ひ
ろ
し
氏
（
絵
本
作
家
） 

１
９
５
７
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
卒
。 

『
ル
ラ
ル
さ
ん
の
に
わ
』
（
ほ
る
ぷ
出
版
）
で
絵
本
に
っ
ぽ
ん
賞
、
『
お
さ
る
の

ま
い
に
ち
』
『
お
さ
る
は
お
さ
る
』
（
講
談
社
）
で
路
傍
の
石
幼
少
年
文
学
賞
、
『
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
』
（
講
談
社
）
で
講
談
社
出
版
文
化
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
作
品
多
数
。 

日 
 

時
：
平
成
29
年
４
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
～ 

場 
 

所
：
東
金
図
書
館
２
階
会
議
室 

定 
 

員
：
50
名
（
要
事
前
申
込
・
入
場
無
料
） 

申
し
込
み
：
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
、
メ
ー
ル 

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
タ
イ
ト
ル
に
「
講
座
申
込
み
」
と
し
、
氏
名
、 

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

 主
催 

東
金
市
立
東
金
図
書
館 

０
４
７
５-

５
０-

１
１
９
０ 

to
s
y
o
k
a
n@

c
ity

.to
g
a
ne

.lg
.jp

 

      

寄
贈
の
お
知
ら
せ 

 

チ
バ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社

様
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
振
興
の

た
め
に
電
子
黒
板
一
式
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー

ン
ボ
ー
ド
）
を
東
金
中
学
校

に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
向

け
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室 

 

２
月

11
日
（
土
）
、
東
金
市
中
央
公
民
館
講
堂
に
お
い

て
、
青
少
年
育
成
東
金
市
民
会
議
主
催
に
よ
る
「
親
子
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
市
内
小
学
４
～
６
年
生
の
親
子
を
対
象

と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
物

語
作
り
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

講
師
の
伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

の
方
々
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
動
か
す
よ
う
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。 最

後
に
参
加
者
が
自
分
た

ち
の
作
品
を
発
表
し
、
成
果
を

披
露
で
き
た
よ
う
で
す
。 

第
47
回
山
武
郡
市
民
駅
伝 

競
走
大
会
結
果
報
告 

 

２
月
11
日
（
土
）
に
山
武
郡
市
民

駅
伝
競
走
大
会
が
山
武
市
蓮
沼
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ザ
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

晴
天
に
恵
ま
れ
る
な
か
、
山
武
郡

内
の
三
市
三
町
の
代
表
選
手
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
東
金
市
は
前
半
コ
ー

ス
４
位
、
後
半
コ
ー
ス
３
位
、
総
合

部
門
で
３
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 【
区
間
賞
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
区 

 

金
田 

澪
奈
（
正
気
小
学
校) 

四
区 

 

土
田 

達
也
（
西
中
学
校
） 

               

東金市選手団 

図書館教養講座  

『ルラルさんのにわ』  

いとうひろし/さく  ポプラ社  

『おさるのまいにち』  

いとうひろし/作・絵  講談社  

mailto:tosyokan@city.togane.lg.jp


学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
が

め
ざ
す
も
の 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
田 

俊
雄 

  

文
部
科
学
省
は
、
２
月
14
日
に

小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
と
幼

稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
案
を
公
表

し
た
。
小
学
校
で
の
英
語
教
育
の

拡
大
や
子
ど
も
の
た
ち
の
学
び
の

意
欲
を
引
き
出
す
授
業
の
改
革
を

求
め
た
も
の
だ
。
特
に
、
子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
力
を
育
む
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た
の
が
、
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
だ
。
こ
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
を
活
性

化
す
る
学
習
形
態
で
、
こ
こ
数
年

学
校
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る

授
業
で
あ
る
。 

と
も
あ
れ
昨
今
、
教
員
の
勤
務

時
間
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
学
校
現
場
は
、
授
業
時
間

を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
難
題

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

学
校
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
抱
え

る
問
題
が
違
い
、
子
ど
も
た
ち
の

状
況
も
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実

態
に
合
わ
せ
て
教
え
る
重
点
を
絞

り
、
指
導
方
法
も
工
夫
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
学
校
現
場
の

自
主
性
を
最
大
限
尊
重
せ
ね
ば
と

思
う
。 

学
習
指
導
要
領
は
小
学
校
は
平

成
32
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成

33
年
度
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
。 

 

  

※ 教育委員会だよりは、年 3 回（6 月、11 月、3 月）の発行を予定しています。 

 

                     校長 小山 和男 
学校教育目標 

 

 

 

 

 

源小学校の創立は明治６年に下布田小学校が設立されてから始まりました。本年度で創立１４３年を迎えた

県内でも有数の歴史ある学校です。源村時代には財政や生活の改善を村民協同一致の精神で実現し日本三

模範村に選ばれ、当時の内務大臣が視察に訪れ表彰を受けました。また、その治績について海外にも知られて

いました。 

児童数は４８名（学級数７）と少なくなってきましたが、少人数を生かし、きめ細かに指導することにより、学力

の向上に成果を上げてきています。また、春の筍堀り、秋の紅葉と豊かな自然、美しい四季の変化の中で豊か

な心を育んでいます。 

学校生活の基本として、あいさつ、そうじ、べんきょう、○あ○そ○べ を合言葉に取り組んでいます。 

特色ある教育活動として、「くすのき展」を毎年東金文化会館を会場にして開催しています。千葉大学から講

師を招き、全校児童で焼き物と３部門の作品制作に取り組んでいます。 

それぞれの部門で、「わたしの大好きな源」というテーマのもと、家

族や学校、地域への感謝の思いを込め作品作りをしています。観覧

された方々から、子どもたちの温かい心に感動されたことが、毎年ア

ンケート等に寄せられています。 

 運動会を始め、いろいろな行事が地区と協力して行われていま

す。地域コミュニティの核として、これからも地域と共に学校づくりを

進めてまいります。 

心豊かで、力いっぱい勉強や運動に励む児童の育成 

～笑顔いっぱい 歌声いっぱい 生き生きかがやく子～ 

学校 
紹介 

中
央
公
民
館
耐
震 

補
強
工
事
完
了 

 

２
月
に
中
央
公
民
館
の
耐
震
補

強
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
利
用

者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。 

          


